
 

（第２号様式）   
令和７年３月25日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横浜南支援学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 

４年間の

目標 

（令和６年

度策定） 

１年間の目標 

取組の内容 校内評価 

学校関係者評価 

（１月30日実施） 

総合評価（３月13日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①児童・
生徒の自
立と社会
参加を目
指した教
育活動を
実 践 す
る。 
 
 
 
 
②ＩＣＴ
機器等の
有効活用
による多
様な授業
の研究・
実践を推
進する。 

①学習効果を
上げられるよ
う、体験的な
学びを授業に
取り入れる。 
 
 
 
 
 
 
 
② 昨 年 度 の
ICT 機器を活
用した授業研
究を踏まえ、
実践を重ね、
教員間で共有
する機会をつ
くる。 

①各教科、領
域において、
体験的な学び
とは何か、日
頃の指導を整
理し、効果的
な実践につな
げる。 
 
 
 
 
②各自で実践
した授業を共
有する機会を
研究で設定す
る。作成した
指導案を記録
として残し活
用するシステ
ムをつくる。 

①各教科・領
域における体
験的な学びを
意識し、効果
的な実践につ
な げ ら れ た
か。 

 

 

 

 

 

②ICT 機器を
活用した授業
実践を積み重
ねられたか。 
教員間で共有
できたか。 

①各教科・領域におい
て、体験的な学びについ
て考え授業を実施した。
小中学部においては、具
体物を用いた授業、実
験、調べ学習、出前授
業、オンライン見学授業
等、重心部門において
は、五感に働きかける授
業等を実施した。 

 

 

②各学部・部門の実態に
応じた小集団を編成し、
指導略案等を用い ICT機
器を活用した授業実践の
共有、検討を行うことが
できた。また、２回の報
告会を設定し、活動内容
の共有を図った。 

①引き続き体験的学
びを取り入れた学習
を行い、効果的な実
践を重ねていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②授業検討会の企
画・運営方法や報告
会の実施方法等を検
討し、ICT機器等の有
効活用による授業実
践を行い、学校全体
で授業改善につなげ
ていく。 

①体験的な学習を重視しているということは評価できる。
所属している福祉施設や病院でも、利用者や患者が直接体
験できる行事を工夫して計画・実施している。 

≪学校評価アンケート≫ 
「児童・生徒は、楽しく学校の授業に参加してい
る。」 
【小学生】そう思う・少し思う（86％） 
【中学生】そう思う・少し思う（74％） 
【保護者】そう思う・少し思う（92％） 
【教員】そう思う・少し思う（96％） 

 
②・ICT 機器の活用については中身が大切。1 人１台端末
は、辞書や定規と同様で、あくまでツールであり、個別最
適な学びのために活用しないといけない。子どもたちが思
考するように機器を使っていくべき。 
・学びの継続のために児童・生徒の個人アカウントを転出
入時に引き継げるとよい。 

≪学校評価アンケート≫ 
「ICT 機器を活用した効果的な授業を行ってい
る」 
【小学生】そう思う・少し思う（75％） 
【中学生】そう思う・少し思う（94％） 
【保護者】そう思う・少し思う（20％） 
          わからない （70％） 
【教員】そう思う・少し思う（94％） 

 

①各教科・領域において、体験的な
学びとは何か、について改めて考
え、実践を重ねた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②各自で行った実践を毎月の授業検
討会において小集団で共有し、学校
全体としては、２回の報告会を実施
し、学びの成果を共有した。引き続
き、授業検討会の企画・運営方法や
報告会の実施方法等を検討し、効果
的な学び合いの場を設定していく。 
 
学校評価アンケートで、70％の保護
者が授業について「わからない」と
回答しているので、保護者への発信
が課題である。 

①いつもの学習スペース（教室
やベッドサイド等）でできる体
験的な学びについて、創意工夫
しながら取り組んでいく。今後
は、効果的な学習という視点を
さらに深め、引き続き実践を広
げていく。 
 
 
 
 
②ICT 機器の活用については、
「個別最適な学びのために、児
童・生徒が思考するように機器
を使っていく」という学びの根
幹を再度意識し、実践を重ねて
いく。 
授業参観について、今年度から
保護者の希望に合わせ、個別に
実施する方法を取り入れた。個
別に授業参観ができることを学
校だよりや通信で定期的にアナ
ウンスしていく。新しく導入さ
れる「すぐーる」を活用し、保
護者への文書発出等も行ってい
く。 

２ 
児童・生
徒指導・
支援 

児童・生
徒一人ひ
とりの個
性や医療
状況を尊
重し、教
育的ニー
ズに応じ
た指導・
支援を組
織的に行
う。 

 

①児童・生徒
が自己理解を
深める教育を
実践する。 
 
 
 
 
 
②児童・生徒
の教育的ニー
ズを的確に捉
え、教員間で
共有する仕組
みをつくる。 

①児童・生徒
が自らの特性
や長所を理解
できるよう、
学校生活全般
を 通 し て 指
導 ・ 支 援 す
る。 
 
②児童・生徒
の実態把握を
丁寧に行い、
個別教育計画
の目標設定に
反映させる。 

①児童・生徒
が 自 分 を 知
り、自らのよ
さに気づくこ
と が で き た
か。 

 

 

 

②児童・生徒
の教育的ニー
ズを的確に捉
え、個別教育
計画の目標設
定に反映でき
たか。 

①教員間で丁寧な情報共
有を行い、教員が児童・
生徒の良さを本人に伝え
るようにした。児童・生
徒が発信する機会を設
け、活動を通し児童・生
徒が達成感や自信をもて
るようにした。 
 
②学部・部門の実態に合
わせ、児童・生徒の特
性、保護者からの聞き取
りや引継ぎ資料等をもと
に個別教育計画を作成
し、教員間で共有するこ
とができた。 

①引き続き、児童・
生徒が自己理解を深
められるような働き
かけを行っていく。 
 
 
 
 
 
②引き続き、個別教
育計画の共有や病院
関係者との会議等で
得た情報共有を円滑
に行い、教育的ニー
ズに応じた指導・支
援を行っていく。 

①② 
病弱教育の本質は、教育課程を修了するということより、
その子に学ぶ力をつけ、前籍校に復学したときに不全感を
持たせないようにすることである。児童・生徒、一人ひと
りニーズが違うので、工夫をしながら指導・支援してほし
い。 
 

≪学校評価アンケート≫ 
①「児童・生徒が自らの特性や長所を理解できるよ
う指導・支援を行っている」 
【小学生】そう思う・少し思う（75％） 
【中学生】そう思う・少し思う（87％） 
【保護者】そう思う・少し思う（82％） 
【教員】そう思う・少し思う（94％） 
 

 

①教員が一人ひとりに丁寧に関わ
り、児童・生徒が自分のよさに気づ
けるよう働きかけを行うとともに、
児童・生徒が主体的に活動する場面
を用意し、達成感や成就感を得られ
るよう取り組んだ。次年度は、今年
度取り組んだ自己理解に加え、他者
理解に取り組んでいく。 
 
②児童・生徒の実態把握を丁寧に行
い教育的ニーズを把握するために、
会議の場での共有、記録の資料回覧
等を行った。また、日々の出来事の
情報交換を都度行い、教員間で共有
したうえで指導・支援にあたること
ができた。 

①各教科・領域において、児
童・生徒が理解協力する教育活
動の場を、意図的に作ってい
く。 
 
 
 
 
 
②会議に参加できない短時間勤
務の教員等との情報共有が引き
続きの課題になるので、今後
も、教員間で情報共有する方法
を工夫しながら指導・支援を行
っていく。 

３ 
進 路 指
導・支援 

将来の生
活の充実
を 目 指
し、進路
指導、移
行支援、
キャリア
教育を行

①児童・生徒
が主体的に自
己選択・自己
決定する機会
を授業に取り
入 れ 実 践 す
る。 

 

①各教科、領
域で、児童・
生徒が自分で
考える場面を
用意し、主体
的な活動を積
極的に取り入
れていく。 

①児童・生徒
が主体的に自
己選択・自己
決定する機会
を授業に取り
入 れ ら れ た
か。 

 

①児童・生徒が自分の考
えをもてるような資料提
示や発問を工夫して授業
づくりを行うことができ
た。重心部門では、学習
内容・学習環境等を工夫
し、声や表情、身体の動
きで気持ちを表現する場

①②引き続き、児
童・生徒が自分で考
えて生活を組み立て
られるようになるた
めの指導・支援を行
っていく。 

①・福祉施設でも、利用者の体験や意思決定を大切にして
いる。 

≪学校評価アンケート≫ 
①「児童・生徒が授業の中で自分で考え、主体的に
活動する場面を作っている」 
【保護者】 
そう思う・少し思う（72％） 
わからない（28％） 

①各教科、領域で、児童・生徒が自
分で考え、主体的に自己選択・自己
決定する機会を作ることができた。
キャリアパスポートを活用し、自分
を見つめ、将来について考える場を
作ることができた。 

②日常のあいさつ、持ち物の整理整
頓、忘れ物を減らすなど、児童・生

①将来、主体的に自己選択、自
己決定できるよう、引き続き指
導を続けていく。 
 
 
 
 
 



 

 視点 

４年間の

目標 

（令和６年

度策定） 

１年間の目標 

取組の内容 校内評価 

学校関係者評価 

（１月30日実施） 

総合評価（３月13日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

う。 

 

 

 

②基本的生活
習慣を身につ
ける指導・支
援を実践し、
充実した将来
の生活につな
げる。 

②あいさつや
持ち物の管理
等、学校生活
全般を通して
指 導 し て い
く。 

②児童・生徒
は将来の生活
につながる生
活習慣を身に
付けることが
できたか。 

面を頻繁に設定すること
ができた。 
②教員から積極的にあい
さつをし、定期的にロッ
カー整理等促した。児
童・生徒の実態や発達段
階に応じた言葉かけ等を
行い、自覚して動けるよ
う働きかけた。 

【教員】そう思う・少し思う（94％） 
 
②「児童・生徒が基本的生活習慣を身につけられる
よう指導・支援を行っている」 
【小学生】そう思う・少し思う（73％） 
【中学生】そう思う・少し思う（58％） 
【保護者】 
そう思う・少し思う（65％） 
わからない（35％） 

【教員】そう思う・少し思う（89％） 
 

 

徒が自覚的に取り組めるよう指導し
た。 

②学校評価アンケートで、中学部が
58％と低めの評価となっている。中
学生という発達段階もあり、あいさ
つという点で自己評価が低くなった
と思われる。発達段階や特性に配慮
しながら今後も丁寧に指導してい
く。 

①②学校評価アンケートで、30％程
度の保護者が「わからない」と回答
している。 

②引き続き、児童・生徒の実態
や発達段階に応じた言葉かけ等
を行い、自覚して動けるよう指
導・支援を続ける。 
 

４ 
地域等と
の協働 

病弱教育
に関する
理解・啓
発 を 図
り 、 児
童・生徒
の地域生
活が豊か
になるよ
う支援を
行う。 

①著作権や個
人情報に配慮
した上で、魅
力的な情報発
信のあり方を
探る。 
 
 
②地域の力を
授業に取り入
れ 、 実 践 す
る。 

①学校ホーム
ページの各ペ
ージで、伝え
方の工夫をす
る。 
 
 
 
②病院のボラ
ンティア組織
等と協働し、
学部部門で１
回以上出前授
業を行う 

①著作権や個
人情報に配慮
し、魅力的な
学校ホームペ
ージや学校だ
よりを発行で
きたか。 
 
②出前授業を
１回以上行っ
たか。 

 

①著作権や個人情報に配
慮し、定期的に学校ホー
ムページを更新し、学習
の様子や職員研修等の発
信をすることができた。
また、病院の廊下を活用
し、学習発表展等を実施
したことに加え、学校が
設置した開架台に、児
童・生徒の作品掲示を行
うとともに、学校だより
等の配架を実施し、年間
通して学校からの情報を
発信することができた。 
②小学部４回、重心部門
１回、出前授業を行っ
た。中学部は現在計画中
である。つなぐ支援部会
での意見をもとに、病院
ボランティアや地域の方
と新たなつながりを作る
ことができた。 

①学校からの発信が
確実に保護者に届く
よう、来年度から導
入する統合型校務支
援システムを活用し
た発信を検討する。 

 

 

②今年度広がった地
域とのつながりをさ
らに深め、地域資源
を授業に活かす方法
を検討する。 

①・学校だより「南の風」がよい。読んで温かい気持ちに
なる。地域の一員として学校の力になりたい。 
・学校評価アンケートは客観的に学校の取組状況がわかる
ので、実施してよかった。質問の仕方や内容は今後ブラッ
シュアップする必要がある。 
・学校での学びの成果を、子どもを通して、保護者にフィ
ードバックすると言う方法もある。保護者にも一緒に学校
の教育活動を支えてもらうことが大切。 
 

≪学校評価アンケート≫ 
「おたよりやホームページなどで学校の様子を丁寧
に伝えている」 
【保護者】そう思う・少し思う（87％） 
【教員】そう思う・少し思う（86％） 
 

 
②・地域の方の学校見学を企画・実施したが、出前授業実
施には簡単には結びつかなかった。細く長く丁寧につなげ
ていきたいので、学校とよく確認して続けていきたい。 
・初めてのことを行うときには、初回はうまくいかないこ
ともある。何のために出前授業を行うのか、授業の目的を
確認した上で回数を重ねていくと、授業がよいものになっ
ていく。 

①学校だより、ホームページ、病院
内に設置した開架台等を通して、学
校の教育活動について積極的に発信
を行った。 
 
 
 
 
②今年度の成果であるつなぐ支援部
会での協力をもとに、各学部・部門
の実態に合わせた形で、地域の力を
授業に取り入れられるよう取り組ん
だ。 

①今回の学校評価アンケートで
は、保護者の「わからない」の
回答が多かったので、入院・入
所中の児童・生徒の学習の様子
や成果を保護者に伝えられるよ
う、発信方法について検討する
とともに、魅力的な発信ができ
るよう具体的に取り組んでい
く。また、次年度より神奈川県
として統合型校務支援システム
を本格的に導入するので、新し
いシステムを活用した発信につ
いて検討する。 

 

②病院ボランティアや地域の方
との新たなつながりを活かし、
取り組みを広げていく。 
 

５ 
学校管理 
学校運営 

①教職員
が同僚性
を発揮し
て質の高
い教育を
展 開 す
る。 
 
 
②児童・
生徒と向
き合う時
間を確保
するため
に、働き
方改革を
推 進 す
る。 

①不祥事防止
研 修 を 活 用
し、同僚性を
高める。 
 
 
 
 
 
②各部署で、
教育課程・グ
ループ編成の
見直しについ
て 検 証 を 行
う。 

①学部部門を
越えたグルー
プワークを取
り入れた研修
を行う。 
 
 
 
 
②アンケート
を取ったり、
意見を集約し
たりする。 

①教職員が学
部部門を越え
て関わる機会
を設定できた
か。 

 

 

 

 

②教育課程・
グループ編成
について、検
証・確認する
ことができた
か。 

①夏に「ワールドカフ
ェ」を実施し、普段は離
れた職員室の教員が一堂
に会し、小グループでの
話し合いをもったこと
で、お互いを知り、理解
を深め合うことができ
た。 
 
②４月の半日日課につい
ての教員アンケートを実
施した。年間通し、部署
ごとに話し合いを重ね、
教育課程、グループ業務
の検証を行うことができ
た。 

①引き続き日常的に
情報共有を行う中
で、話しやすく、お
互いを信頼し合える
職場づくりを目指し
ていく。 
 
 
 
②次年度導入予定の
統合型校務支援シス
テムと本校のシステ
ムの融合を検討す
る。引き続き教育課
程の検証を行い、本
校の実情に合った教
育課程の編成を目指
す。 

①「ワールドカフェ」は、職員かのコミュニケーションを
高めるよい取組なので、今後も続けていけるとよい。 
 

≪学校評価アンケート≫ 
「教職員が連携・協力して教育活動に取り組んでい
る」 
【保護者】そう思う・少し思う（80％） 
【教員】そう思う・少し思う（100％） 
 

 
②子どもたちが、探求心をもち、学ぶ姿勢、学ぶ意欲、知
的好奇心を年齢相応にもてるように指導・支援することが
病弱教育の学校の意義である。そのため、授業回数や時間
ではなく、体験的学びや考える深さや真剣に向き合う姿勢
を大事にしていく必要がある。 

≪学校評価アンケート≫ 
「教職員は、働き方改革を意識し、時間外勤務時間
を減らし、業務の精選をする意識をもって仕事をし
ている」 
【教員】そう思う（30％）少し思う（43％） 
 

 

①同僚性を高めるための夏の「ワー
ルドカフェ」の取組は有効であっ
た。また、学部・部門、グループご
とに不祥事防止について目標を定
め、年間を通して不祥事・事故防止
に努めることができた。 
学校評価アンケートで、教職員間の
連携・協力についての「そう思う・
少し思う」の回答が 100％であったこ
とは、今年度の取組の成果である。 
 
②年間を通し、教育課程、グループ
業務の検証を行い、次年度の計画を
立てることができた。引き続き教育
課程の検証を行い、本校の実情に合
った教育課程の編成を目指す。 

①同僚性を高める、という意識
を皆でもち、自由で活発なコミ
ュニケーションを大切にし、信
頼感をもって仕事ができる職場
づくりを目指していく。 
 
 
 
 
②教育課程、グループ業務の検
証を引き続き行い、児童・生徒
と向き合う時間を確保するため
の働き方改革を進める。 
学校関係者評価でいただいた助
言をもとに実践を積み重ねてい
く。 



 

 


